
JP 2003-518051 A5 2009.1.15

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年1月15日(2009.1.15)

【公表番号】特表2003-518051(P2003-518051A)
【公表日】平成15年6月3日(2003.6.3)
【出願番号】特願2001-546621(P2001-546621)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  41/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  41/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  43/17     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  16/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  41/18    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  41/22    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  43/17    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  16/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月21日(2008.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　ａ）部分的にハロゲン化されていても良い少なくとも１つの２－アルコキシプロピオネ
ート部分、誘導体または相当物を含む炭化水素前駆物質を提供するステップと、
　ｂ）当該炭化水素前駆物質をフッ素化して完全フッ化中間体を提供するステップと、
　ｃ）当該完全フッ化中間体をその対応する完全フッ化酸金属塩に変換するステップと、
　ｄ）当該完全フッ化酸金属塩をその対応するパーフルオロビニルエーテルに変換するス
テップとを含む、式、
　ＣＦ2＝ＣＦ－Ｏ－Ｒf

（式中、Ｒfは酸素原子を含有しても良い直鎖、分枝または環状完全フッ化脂肪族基また
はＣ1～Ｃ20芳香族基である。）を有する完全フッ化ビニルエーテルを調製する方法。
　　【請求項２】
　炭化水素前駆物質が、炭化水素エステル、無水物、酸ハロゲン化物または酸からなる群
より選択される請求項１に記載の方法。
　　【請求項３】
　炭化水素前駆物質が、
　ＲhＯＣＨ（ＣＨ3）Ｃ（Ｏ）Ｘh

（式中、Ｒhは追加的なエーテル結合を含有しても良い直鎖、分枝、環状であっても良い
Ｃ1～Ｃ20アルキルまたは芳香族基であり、Ｘhは、Ｒh、低級アルコキシ、ＯＣ（Ｏ）Ｃ
Ｈ（ＣＨ3）ＯＲh、－Ｆおよび－Ｃｌからなる群より選択される。）である請求項２に記
載の方法。
　　【請求項４】
　炭化水素前駆物質が
　ｉ）Ｒ'h（ＯＣＨ（ＣＨ3）Ｃ（Ｏ）Ｘh）2

（式中、Ｒ'hは追加的なエーテル結合を含有しても良い二価のＣ1～Ｃ20アルキルまたは
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芳香族基であり、Ｒhは追加的なエーテル結合を含有しても良い直鎖、分枝または環状で
あっても良い一価のＣ1～Ｃ20アルキルまたは芳香族基であり、ＸhはＲh、低級アルコキ
シ、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ（ＣＨ3）ＯＲh、－Ｆ、および－Ｃｌからなる群より選択される。）
、
　ｉｉ）ＲhＯＣＦ（ＣＦ3）－ＣＯＯＸhh

（式中、Ｘhhは－ＯＣ（Ｏ）ＣＦ（ＣＦ3）ＯＲhであり、Ｒhは追加的なエーテル結合を
含有しても良い直鎖、分枝、環状であっても良いＣ1～Ｃ20アルキルまたは芳香族基であ
る。）、および
　ｉｉｉ）フッ素化されたオレフィンと乳酸エステルとの反応生成物、
からなる群から選択される請求項１に記載の方法。
　　【請求項５】
　炭化水素前駆物質がヘキサフルオロプロピレンオキシドと式、ＲhＯＨのアルコールを
反応させることで提供される、請求項４に記載の方法。
　　【請求項６】
　Ｒhが直鎖である、請求項４に記載の方法。
　　【請求項７】
　式、
　ＲfＯＣＦ2ＯＣＦ＝ＣＦ2

（式中、Ｒfは追加的なエーテル結合を形成する酸素原子を含有しても良い直鎖、分枝ま
たは環状完全フッ化脂肪族基である。）を有するパーフルオロビニルエーテル（ここに、
完全フッ化という用語は、炭素に結合する水素原子がすべてフッ素で置換され、あらゆる
不飽和炭素－炭素結合がフッ素で飽和されていることを意味する。）。
　　【請求項８】
　Ｒfが－ＣＦ3である、請求項７のパーフルオロビニルエーテル。
　　【請求項９】
　Ｒfが－ＣＦ2ＣＦ3である、請求項７のパーフルオロビニルエーテル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　完全フッ化（過フッ化）(perfluorinated)長鎖パーフルオロエーテル、特に分枝がなく
アルキル基中の原子が３個を越えるビニルエーテルは、調製が困難である。例えばパーフ
ルオロビニルエーテルは、一般に２つの経路によって調製される。例えば「Ｍｏｄｅｒｎ
 Ｆｌｕｏｒｏｐｏｌｙｍｅｒｓ」Ｊ．Ｓｃｈｅｉｒｓ著、Ｗｉｌｅｙ、１９９７年の３
７６～３７８ページを参照されたい。

　過フッ化酸フッ化物をヘキサフルオロプロピレンオキシドに添加すると酸フッ化物が得
られ、それを塩に変換し熱分解して、既述のパーフルオロビニルエーテルを得ても良い。
ヘキサフルオロプロピレンオキシドのそれ自身とのオリゴマー化、および塩への変換とそ
れに続く熱分解からは、長鎖であるが分枝のエーテルが得られる。
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　より最近の方法では、パーフルオロアルキルハイポフルオライトおよびジクロロジフル
オロエチレンを使用して、それに続いて例えばＺｎを使用し脱ハロゲン化して、パーフル
オロビニルエーテルを調製する。

　既述のようにこれらの方法を使用した場合、長鎖過フッ化エーテル、特にビニルエーテ
ルを提供することは困難である。ジクロロ法の困難さとしては、Ｒ2

f－ＯＦ化学種を製造
して取り扱うことの危険性が挙げられる。これらの危険性のため、この化学種は入手しに
くい。過フッ化ビニルエーテルを製造する改善された方法、特に直鎖過フッ化ビニルエー
テルを製造するための方法が必要である。
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